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広報

いずみざき　２

　

平
成
20
年
第
２
回
（
６
月
）
泉
崎
村
議
会
定
例
会
は
、
６
月
９

日
に
召
集
さ
れ
、
６
月
12
日
〜
17
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、
報
告
２
件
、
議
案
12
件
、
推
薦
１

件
、選
挙
１
件
、委
員
長
報
告
１
件
、議
員
発
議
３
件
の
計
20
件
で
、

６
月
17
日
に
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し

て
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
６
月
14
日
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
、

４
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
書
１
件
が
提
出
さ
れ
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

定
例
議
会
報
告

【
報　
　

告
】　　
　
　

【
報
告
第
３
号
】 

専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
泉
崎
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

○
農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
法

の
省
令
改
正
に
基
づ
き
、
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
の
期
間
を

平
成
21
年
12
月
31
日
ま
で
と
１

年
間
延
長
す
る
も
の
で
、
省
令

が
平
成
20
年
３
月
31
日
に
公
布

さ
れ
た
た
め
、
専
決
処
分
に
て

泉
崎
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

し
、
議
会
の
承
認
を
得
た
も
の

で
す
。

【
報
告
第
４
号
】
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
泉
崎
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

○
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
基
づ
き
、
個

人
住
民
税
に
お
け
る
寄
付
金
税

制
の
見
直
し
、
公
的
年
金
受
給

者
の
特
別
徴
収
の
導
入
、
上
場

株
式
等
の
配
当
の
軽
減
税
率
の

適
用
等
で
、
改
正
法
律
が
平
成

20
年
４
月
30
日
に
公
布
さ
れ
た

た
め
、
専
決
処
分
に
て
泉
崎
村

税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
議

会
の
承
認
を
得
た
も
の
で
す
。

【
議　
　

案
】　　
　
　

【
議
案
第
33
号
】
泉
崎
村
税
特

別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る

地
域
の
産
業
の
集
積
の
形
成
及

び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
県
が
策
定
す
る
県
南
地

域
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
泉

崎
村
の
産
業
集
積
区
域
内
に
、

製
造
等
を
行
う
た
め
に
建
設
し

た
家
屋
や
取
得
し
た
土
地
に
つ

い
て
地
方
税
法
第
６
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
３
年
間
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
と
す
る
た
め
の

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

【
議
案
第
34
号
】
泉
崎
村
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
地
震
や
火
災
等
に
よ
り
住
宅

や
家
財
等
の
財
産
が
損
害
を
受

け
た
場
合
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
導
入
に
伴
い
、
被
扶
養
者

か
ら
納
税
者
本
人
に
な
っ
た
場

合
、
新
た
に
国
保
税
を
負
担
す

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
２
年
間

の
税
緩
和
措
置
を
講
ず
る
な
ど

国
保
税
の
減
免
措
置
を
設
け
る

た
め
の
税
条
例
の
一
部
を
改
正

し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
35
号
】
泉
崎
カ
ン
ト

リ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
施
設
整
備
基
金
条
例

○
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
使

用
料
の
改
定
を
行
っ
た
タ
ー
ミ

ナ
ル
棟
の
宿
泊
料
金
の
値
上
げ

相
当
分
に
つ
い
て
、
施
設
整
備

資
金
と
し
て
管
理
す
る
基
金
条

例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
36
号
】
泉
崎
村
営
住

宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
暴
力
団
員
に
よ
る
村
営
住
宅

の
使
用
制
限
を
行
い
、
入
居
者

及
び
周
辺
住
民
の
生
活
の
安
全

と
平
穏
を
確
保
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。

【
議
案
第
37
号
】
泉
崎
村
企
業

立
地
の
促
進
に
よ
る
地
域
に
お

け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活

性
化
に
関
す
る
法
律
第
10
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を

定
め
る
条
例

○
工
場
立
地
法
で
定
め
た
緑
地

率
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
企

業
立
地
の
促
進
を
図
る
た
め
、

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地

域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成

及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
条
例
を
制
定
し
た
も

の
で
す
。

【
議
案
第
38
号
】
泉
崎
村
定
住

促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
と
住

宅
団
地
の
販
売
促
進
を
図
る
た

め
、
ロ
ー
ン
を
設
定
し
て
新
た

に
分
譲
地
を
購
入
し
よ
う
と
す

る
方
に
対
す
る
奨
励
金
制
度
や

村
内
の
建
築
業
者
と
契
約
し
住

宅
を
建
築
し
た
場
合
の
奨
励
金

制
度
、
そ
し
て
既
に
居
住
さ
れ

て
い
る
方
で
18
歳
未
満
の
子
供

に
対
す
る
子
育
て
支
援
と
し
て

「
子
育
て
あ
っ
た
か
奨
励
金
」

を
交
付
す
る
制
度
を
新
た
に
設

け
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
39
号
】
国
民
健
康
保

険
泉
崎
村
立
病
院
の
指
定
管
理

者
に
つ
い
て

○
泉
崎
村
公
の
施
設
に
お
け
る

　　　広報

３　いずみざき

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
き

等
に
関
す
る
条
例
第
５
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
村
立
病
院
を
郡

山
市
に
あ
る
「
財
団
法
人
脳
神

経
疾
患
研
究
所
」
に
管
理
運
営

を
行
な
う
指
定
管
理
者
に
指
定

す
る
も
の
で
、
指
定
の
期
間
は

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

ま
で
は
10
年
間
と
し
た
も
の
で

す
。

【
議
案
第
40
号
】

平
成
20
年
度
泉
崎
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７

６
，
８
３
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，
９
３
０
，

８
３
６
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
41
号
】

平
成
20
年
度
泉
崎
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

○
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
１
，

４
４
７
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

７
４
５
，
４
８
２
千
円
と
し
た

も
の
で
す
。

【
議
案
第
42
号
】

平
成
20
年
度
泉
崎
村
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
そ

れ
ぞ
れ
１
０
，
９
０
０
千
円
を

増
額
し
、
収
益
的
収
入
総
額
を

５
７
２
，
６
９
１
千
円
、
支
出

総
額
を
５
５
７
，
０
８
７
千
円

と
し
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

に
そ
れ
ぞ
れ
１
３
９
，
１
０
０

千
円
を
増
額
し
、
資
本
的
収
入

総
額
を
１
４
８
，
９
９
１
千
円
、

支
出
総
額
を
１
５
３
，
９
３
７

千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
第
43
号
】

平
成
20
年
度
泉
崎
村
住
宅
用
地

造
成
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

○
収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
、

住
宅
地
販
売
促
進
の
新
し
い
制

度
を
設
け
る
こ
と
に
伴
う
奨
励

金
等
１
９
，
２
０
０
千
円
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
補
正
し
た
も
の
で

す
。

【
議
案
第
44
号
】

泉
崎
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
任
命
に
同
意
さ
れ
た
教
育
委

員
。

住　

所　

泉
崎
村
大
字
踏
瀬
字

三
ツ
屋
前
１
番
地

氏　

名　

白
石　

元
子
（
再
任
）

【
推　
　

薦
】　　
　
　

【
推
薦
第
１
号
】

泉
崎
村
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
７
月
19
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
泉
崎
村
農

業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第

12
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く

学
識
経
験
を
有
す
る
者
１
名
を

推
薦
し
た
も
の
で
す
。

推
薦
者　

飛
知
和　

良
子

【
選　
　

挙
】　　
　
　

【
選
挙
第
１
号
】

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に

つ
い
て

○
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
第
７
条
か
ら
第
９

条
の
規
定
及
び
福
島
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
の
議

員
の
選
挙
に
関
す
る
規
則
の
定

め
に
よ
り
執
行
し
た
も
の
で
す
。

選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
発　
　

議
】　　
　
　

【
発
議
第
５
号
】
泉
崎
村
議
会

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
泉
崎
村
課
設
置
条
例
の
一
部

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
総

務
文
教
常
任
委
員
会
が
所
管
す

る
「
企
画
調
整
課
」
を
「
土
地

販
売
促
進
課
」
に
改
め
「
行
政

推
進
室
」
を
新
た
に
加
え
る
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。

【
発
議
第
６
号
】
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
基
づ
き
意
見
書
を
国
及
び
関

係
機
関
等
に
提
出
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

【
発
議
第
７
号
】

泉
崎
村
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
泉
崎
村
議
会
議
員
定
数
を
12

名
か
ら
10
名
に
改
正
し
、
平
成

20
年
７
月
１
日
以
後
に
告
示
さ

れ
る
一
般
選
挙
か
ら
適
用
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

た
も
の
で
す
。

【
陳
情
書
】　　
　
　

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

関
す
る
陳
情
書

提
出
者
：
福
島
県
保
険
医
師
会

理
事
長

番号 氏　　名 公職等の種類 得票数

１ 坂本　紀一 広野町議会議員 無　所　属 １

２ 大和田　昭 小野町議会議員 無　所　属 １０

３ 鈴木　　巖 会津美里町議会議員 無　所　属 ０

４ 斎藤　松夫 桑折町議会議員 日本共産党 １



広報

いずみざき　４

「泉崎友の会」総会懇親会が開催

「田の草刈り」体験を実施
愛郷の輝き交流事業　

　

泉
崎
村
出
身
で
首
都
圏
在
住
の
方

々
に
よ
る
第
24
回
泉
崎
村
友
の
会
総

会
・
懇
親
会
が
６
月
15
日
、
東
京
五

反
田
「
ゆ
う
ぽ
う
と
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
の
席
で
は
、
前
年
度

の
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
、

今
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
が
第
25
回
泉
崎
村
友
の
会
総
会
で

報
告
、
そ
し
て
提
案
さ
れ
、
全
議
案

が
承
認
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

友
の
会
会
長
、
村
長
、
議
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
・
祝
辞
の
な
か
に
「
愛

郷
基
金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
呼

び
か
け
が
あ
り
、
会
員
の
方
々
か
ら

泉
崎
村
財
政
再
建
の
た
め
に
多
大
な

る
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
㈯
太
田
川
字

山
田
前
地
内
の
田
ん
ぼ
で
、

約
33
名
の
皆
さ
ん
が
参
加

さ
れ
、
田
の
草
刈
り
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
新
住
民

の
方
が
地
元
に
溶
け
込
み
、

田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
、
村
が
実
施

し
て
お
り
今
回
が
４
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
地
元
農
家

の
皆
さ
ん
の
指
導
を
受
け

た
後
、
回
転
中
耕
除
草
機

（
通
称　

八
反
）
２
台
と

素
手
に
よ
り
、
田
ん
ぼ
１

枚
（
約
６
ア
ー
ル
）
の
田

の
草
取
り
を
終
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は

暑
い
中
早
朝
よ
り
お
疲
れ

様
で
し
た
。
次
回
は
稲
刈

り
体
験
を
９
月
27
日
㈯
実

施
予
定
で
す
の
で
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
会
員
の
北
畠
さ
ん
に
よ
る
「
尺
八
・

民
謡
」
並
び
に
「
峠
節
保
存
会
」
に

よ
る
太
田
川
梅
若
唄
念
仏
踊
、「
川

口
市
幸
町
親
幸
会
」
に
よ
る
初
午
太

鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
参

加
者
全
員
で
「
峠
節
」
を
踊
り
ま
し

た
。

　

次
回
、
第
25
回
泉
崎
村
友
の
会
総

会
・
懇
親
会
は
泉
崎
村
で
の
開
催
が

予
定
さ
れ
、
泉
崎
村
で
の
再
会
を
約

束
し
て
に
ぎ
や
か
な
中
終
了
し
ま
し

た
。

　　　広報

５　いずみざき

郷土を愛するボランティア団体
【根っ子の会の皆さんが奉仕作業を実施】

太極拳を通して健康づくりをしてみませんか‼

　根っ子の会は、６月１日㈰今年最大のイベントである国道４号線泉崎入口の花壇、花植え、植木の剪定、周
りの草刈りを天候にも恵まれた中、大勢の参加者で奉仕作業を行いました。
　また、その後、学童の通学道路でもある根岸四辻から寄井前小学校付近まで、歩道の草取りを行いました。
清掃した後、綺麗になった道路を見て参加者全員で感激いたしました。
　次回も時間があったら地域の歩道の草取り等の奉仕作業を実施していきたいと思います。
　さて、この「根っ子の会」の立ち上がりにあたり、老人会の皆様には長年に渡り努力されてきた事、そして
自治組合の皆様方にも大変忙しい中花壇を守ってきて頂いた事に敬意を表したいと思います。
　「根っ子の会」は、平成２０年１月に発足し、小学生２名を含め総勢５２名で村公民館内のボランティア団
体に加入し活動しております。
　　　　　　　　　根っ子の会の目標
一、コミュニケーションの中から親睦と、地域活性化を図る。
二、花を愛する心を大切にする。
三、ボランティア精神を高める。
　（自発的事業に参加する人、特に社会事業に無報酬で参加する人。）

　今後も地域のため、村のために少しでも貢献出来る様に会員一同頑張りますので、ご協力の程宜しくお願い
致します。
　また、この会に一人でも多くの方に入会して頂き御協力出来る方を募集しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　根っ子の会　代　表　海上秋雄　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡員　星　幸子、室　良子、野崎光子、海上和江、海上節子

太極拳について
　中国悠久の歴史と伝統から生まれた太極拳は大河の流れのように無理なくゆったりとした動きの中で足腰の
筋力を強め、内臓機能を徐々に高める運動です。年々愛好者が増え続けています。
吉田先生からのＰＲ
　幼い時から、身体がとても弱く病気ばかりしておりました。そこで、体質改善のために太極拳を始めました。
日本に移り住み太極拳の指導を６年間続けておりますが、生徒の皆さんから病気が良くなった、体質改善がさ
れたなどのお話を聞く度に大変嬉しく思っております。
　先日、喜多方市で開催されました全国太極拳交流大会では、自分の生徒さんが大会最初に演舞し、日頃の練
習の成果を発揮し素晴らしい演技が出来たことに感動いたしました。
　泉崎村に定住してから２年が経過しますが、ますますこの民風純朴、桜爛漫の村が好きになりました。泉崎
村の “健康づくり” のスローガンに負けないように一人でも多くの村民たちに太極拳をお友達にして、強く、
しなやかな身体と精神を作り健康推進の村づくりに貢献できればと思います。

吉田先生の経歴
1963 年　中国吉林省長春市に生まれる
1984 年　中国長春大学日本語系卒業
1988 年　中国体育運動委員会３級体育指導員取得
2006 年　夫と八雲神社に移住
現在、八雲神社コミュニティセンター内教室で、毎週月曜日２回、中島村、矢吹町、石川町の各教室で指導。

　問い合わせ先　太極拳講師　吉田　那美（王　娜）☎ 53-3078
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広報

いずみざき　６

福
南
建
設
が
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
を
無
償
で
整
備
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

　

泉
崎
村
の
福
南
建
設
（
吉

田
喜
一
社
長
）
が
、
村
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
を
無
償
で
整
備
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

駐
車
場
に
隣
接
す
る
湿
地
を

整
備
し
、
新
た
に
40
台
の
車

が
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

健
診
な
ど
の
行
事
の
際
、
利

用
者
の
利
便
が
向
上
し
、
多

く
の
方
が
車
を
止
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

福
祉
事
業
の
充
実
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
吉
田
社
長
の
ご

厚
意
に
感
謝
し
、
５
月
26
日

に
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
30
日
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ

ん
の
手
で
、
新
し
く
整
備
さ

れ
た
駐
車
場
に
豊
内
の
田
崎

久
米
子
さ
ん
よ
り
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
あ
や
め
200
株
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

福
南

場
を

5/265/26・・3030

6/116/11 5/305/30
育
英
基
金
寄
付
の
ラ
フ
ォ
ー
レ
白
河
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

月
例
友
の
会
へ
感
謝
状
贈
呈
！

あ
や
め
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

田
崎
久
米
子
さ
ん
へ
感
謝
状
贈
呈

　

６
月
11
日
㈬
ラ
フ
ォ
ー
レ
白

河
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

月
例
友
の
会
の
皆
様
よ
り
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
で
参
加
者
の
善

意
と
し
て
集
め
ら
れ
た
益
金
を

育
英
基
金
と
し
て
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
30
日
㈮
に
、
村
福
祉
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
に
植
栽
す
る
た

め
に
「
あ
や
め
200
本
」
を
寄
贈

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
田
崎
久

米
子
さ
ん
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
広
く
な
っ
た
駐
車

場
に
色
と
り
ど
り
の
綺
麗
な
花

が
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　　　広報

７　いずみざき

5/305/30

6/16/1

5/185/18

5/285/28

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

保
健
セ
ン
タ
ー
で
奉
仕
作
業
実
施

早
朝
よ
り
お
疲
れ
様
で
し
た

村
内
統
一
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
駅
前
清
掃
を
実
施
！

泉
崎
駅
構
内
環
境
美
化
作
業
実
施

　

５
月
30
日
㈮
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
員
の
皆
さ
ん
が
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
草
刈
り
や
草
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た

が
、
24
名
の
方
が
参
加
し
、
２
時
間
程

の
作
業
で
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
㈰
午
前
６
時
か
ら
「
村
内

統
一
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
が
行
わ

れ
、
道
路
沿
線
の
草
刈
り
、
空
き
缶
・

空
き
瓶
の
回
収
・
ゴ
ミ
収
集
所
の
清
掃

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
次
回
、
第
３
回
目
は
、

８
月
３
日
㈰
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
18
日
㈰
に
、
赤
十
字
奉
仕
団
と

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
が
合
同
で
、
駅
前

駐
輪
場
の
草
取
り
や
周
辺
の
草
刈
り
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

赤
十
字
奉
仕
団
結
成
以
来
、
毎
年
５

月
に
実
施
し
て
お
り
、
今
年
も
約
40
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

泉
崎
駅
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
よ

り
駅
及
び
駅
周
辺
で
の
犯
罪
の
撲
滅
を

目
的
と
し
て
、
５
月
28
日
（
水
）
に
宿

舘
老
人
ク
ラ
ブ
・
民
生
児
童
委
員
・
防

犯
指
導
隊
等
約
60
名
の
方
達
が
駅
構
内

の
花
壇
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
300
本
の
植

栽
と
低
木
等
の
剪
定
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
駅
構
内
・
駅
周
辺
が
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
駅
利
用
の
際
は

是
非
ご
覧
下
さ
い
。



広報

いずみざき　８

6/96/9

6/76/7

6/36/3

6/86/8

献
血
功
労
者
と
し
て
平
栗
美
典
さ
ん
に

銀
色
有
功
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た

第
２
回
こ
ど
も
体
験
く
ら
ぶ
開
催

ク
ッ
ク
＆
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
ス
タ
ー
ト

国
際
交
流
協
会
・
日
本
語
教
室
開
催

　

70
回
に
及
ぶ
献
血
を
さ
れ
赤
十
字
事

業
の
進
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
と

の
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
日
本
赤
十
字

社
よ
り
平
栗
美
典
さ
ん
に
銀
色
有
功
章

が
贈
ら
れ
、
６
月
９
日
㈪
に
役
場
村

長
室
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
栗
さ
ん
は
、
普
段
か
ら
好
き
嫌
い

な
く
食
事
を
摂
り
健
康
で
あ
る
か
ら
献

血
に
協
力
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
積
極

的
に
400
㎖
献
血
に
協
力
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
功
績
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

６
月
７
日
㈯
、
第
２
回
こ
ど
も
体
験

く
ら
ぶ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
30
人
全
員
が
参
加
し
、
厚
紙

と
布
で
作
る
手
作
り
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ボ
ン
ド
の
量
が
難
し
く
、
付
け
す
ぎ

て
は
み
出
し
て
し
ま
っ
た
り
、
少
な
す

ぎ
て
く
っ
つ
か
な
か
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
村
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
加
入
団
体
の
友
遊

さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、
時
間
内
に
素

晴
ら
し
い
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
㈫
受
講
生
16
名
に
よ
り
、

第
１
回
目
の
料
理
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
リ
ー
ル
・
エ
・
リ
ー
ル

（
白
河
市
）
の
シ
ェ
フ
が
講
師
と
な
り
、

家
庭
で
も
手
軽
に
作
れ
る
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

初
顔
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
で
、
自
己

紹
介
を
兼
ね
な
が
ら
自
分
達
で
作
っ
た

料
理
を
み
ん
な
で
い
た
だ
き
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
！

　

６
月
８
日
㈰
、
国
際
交
流
協
会
の
第

２
回
日
本
語
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
文
化
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、

会
員
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
講
師
と
な
り
、

参
加
し
た
外
国
人
会
員
さ
ん
に
、
ゆ
か

た
の
着
付
け
方
や
お
茶
の
作
法
な
ど
、

日
本
文
化
を
伝
承
し
ま
し
た
。

　

抹
茶
を
点
て
、
菓
子
の
取
り
方
、
お

茶
の
服
み
方
、
道
具
の
拝
見
な
ど
、
茶

会
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
た
楽
し
い
学
習

と
な
り
ま
し
た
。

　　　広報

９　いずみざき

5/255/25

5/315/31

6/196/19

第
２
回
盆
栽
教
室
開
催

親
子
教
室
開
催

第
13
回
泉
崎
村
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
開
催 　

５
月
25
㈰
、
盆
栽
教
室
が
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
室
は
、
㈲

峯
松
園
の
遠
藤
賢
次
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
村
内
の
愛
好
者
10
人
が
参
加
し
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
の
持
ち

込
ん
だ
盆
栽
を
教
材
と
し
て
、
剪
定
や

針
金
か
け
の
方
法
な
ど
手
入
れ
の
仕
方

を
学
び
ま
し
た
。
盆
栽
教
室
は
年
６
回

開
催
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
随
時
参

加
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
中

央
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

５
月
31
日
㈯
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
、
泉
崎
村
緑
化
推
進
委
員
会
の

主
催
す
る
親
子
教
室
「
木
工
体
験
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
森
林
の
大
切
さ
を
知
り
、

木
の
良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
、
８
組
19
名
の
親
子
が
参
加
し

て
、
間
伐
材
な
ど
を
使
っ
た
ベ
ン
チ
作

り
や
木
工
細
工
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

県
南
農
林
事
務
所
の
職
員
の
指
導
の

下
、
あ
ら
か
じ
め
ベ
ン
チ
の
大
き
さ
に

カ
ッ
ト
さ
れ
た
間
伐
材
を
、
ね
じ
く
ぎ

で
固
定
し
、
組
み
立
て
て
い
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
使
う
金
槌
で

の
作
業
の
た
め
、
く
ぎ
が
曲
っ
て
し

ま
っ
た
り
苦
労
し
な
が
ら
も
完
成
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

　

ベ
ン
チ
を
組
み
立
て
た
後
は
、
福
島

県
も
り
の
案
内
人
の
佐
川
芙
子
さ
ん
、

本
田
吉
正
さ
ん
、
長
谷
部
正
さ
ん
が
指

導
す
る
木
工
細
工
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

剪
定
し
た
枝
を
薄
く
輪
切
り
に
し
た
も

の
を
使
っ
て
作
る
木
工
で
す
。
こ
ぐ
ま

な
ど
自
分
の
好
き
な
動
物
を
大
き
さ
の

違
う
木
を
組
み
合
わ
せ
て
作
り
ま
し

た
。

　

第
13
回
泉
崎
村
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
が
６
月
19
日
㈭
、
八
雲
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に

は
村
内
の
愛
好
者
45
人
が
参
加
し
、
曇

天
で
過
ご
し
や
す
い
気
候
の
中
、
ナ
イ

ス
シ
ョ
ッ
ト
を
連
発
し
て
い
ま
し
た
。

５
人
か
ら
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
２
ラ
ウ
ン
ド
を
行
い
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
も
飛
び
出
し
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
、
日
頃
磨
い
た
腕
前
を

競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　

優　

勝　

小
林　

信
子

　
　

準
優
勝　

菊
地　

正
男

　
　

第
３
位　

木
戸
富
士
男
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6/16/1

5/285/28

6/26/244・・2525

6/11,12,186/11,12,18

泉
崎
村
体
育
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
入
団
式

泉
崎
村
山
野
草
展
開
催

中
体
連
県
南
総
合
大
会
開
催

　

17
回
体
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
村
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ

れ
、
村
内
愛
好
者
約
30
名
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
蒸
暑
さ
の

中
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
チ
ー
ム
の
た

め
助
け
合
い
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

優　

勝　

瀬
知
房　

　
　

準
優
勝　

宿　

舘

　
　

第
３
位　
　

原

　

５
月
28
日
㈬
泉
崎
第
一
小
学
校
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
少
年
消
防
入
団

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
火
の
怖
さ
や
取
扱
い
等
に

つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、
ま
た
、
矢
吹

消
防
署
長
よ
り
４
年
生
代
表
児
童
（
一

小
渡
部
真
子
さ
ん
、
二
小
緑
河
晴
菜
さ

ん
）
へ
少
年
消
防
の
消
防
手
帳
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
児

童
の
皆
さ
ん
と
住
民
の
皆
様
で
火
災
予

防
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

中
央
公
民
館
大
研
修
室
に
お
い
て
、

山
野
草
会
主
催
「
山
野
草
展
」
が
開
催

さ
れ
、
115
点
の
見
事
な
作
品
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

会
長
賞　
　

石
塚
チ
エ
子
さ
ん

は
な
ぞ
の
賞　

渡
部
芳
郎
さ
ん

金
賞
（
受
付
順
）
浦
山
ヤ
イ
さ
ん
、
渡

部
芳
郎
さ
ん
、
斎
藤
吉
巳
さ
ん
、
斎
藤

ユ
キ
子
さ
ん
、
遊
佐
惠
總
さ
ん
、
石
塚

チ
エ
子
さ
ん
、
佐
藤
イ
チ
さ
ん
、
中
野

目
節
さ
ん
、
伊
倉
キ
ヨ
子
さ
ん
、
菊
地

忠
幸
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
銀
賞
10
名
、
銅
賞
15
名
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
、
12
日
、
18
日
に
中
体
連

県
南
総
合
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
競
技
と
も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
最
後
ま
で
諦
め
ず
頑
張
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
泉
崎
中
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
が
優
勝
、
卓
球
女
子
団
体
が

準
優
勝
で
そ
れ
ぞ
れ
県
大
会
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
も
泉
崎
魂
で
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

福島民報社提供
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6/76/7・・88
泉
崎
バ
レ
ー
ス
ポ
少
県
大
会
出
場
の
快
挙

　

６
月
７
日
㈯
、
８
日
㈰
に
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
福
島
県
南
大
会
が
開
催
さ

れ
見
事
泉
崎
バ
レ
ー
ス
ポ
少
が
、
県
大

会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
７
日
の
予
選
ブ
ロ
ッ
ク

を
１
位
で
通
過
し
、
８
日
の
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
は
、
２
回
戦
で
今
大
会
準

優
勝
し
た
御
代
田
ス
ポ
少
に
惜
し
く
も

敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、
順
位
決
定
戦
で

６
位
に
入
り
、
県
大
会
の
切
符
を
手
に

入
れ
ま
し
た
。

　

泉
崎
バ
レ
ー
ス
ポ
少
と
し
て
は
初
め

て
の
県
大
会
出
場
と
な
り
選
手
・
保
護

者
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

県
大
会
は
、
６
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰

に
福
島
国
体
記
念
体
育
館
に
て
行
わ
れ

ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
声
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
24
日
㈫
役
場
に
お
い
て

県
大
会
の
活
躍
を
誓
う
選
手
の
皆
さ
ん

へ
激
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

泉
崎
バ
レ
ー
ス
ポ
少
代
表

　
　

兵
藤　

登
喜
也

緑
を
守
り
、
育
て
、
美
し
い
郷
土
づ
く
り
の
推

進
を
図
る
第
59
回
地
方
植
樹
祭
が
開
催

 

森
林
の
保
全
や
環
境
緑
化
の
推
進

を
図
る
第
59
回
白
河
市
、
東
白
川
、

西
白
河
地
方
植
樹
祭
が
さ
つ
き
公

園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

緑
化
団
体
関
係
者
、
泉
崎
一
小
、

二
小
児
童
約
150
人
が
参
加
し
、
二
小

の
水
田
成
く
ん
と
佐
川
美
沙
さ
ん

が
「
緑
を
守
り
、
育
て
、
美
し
い

郷
土
づ
く
り
の
た
め
努
力
し
ま
す
」

と
力
強
く
緑
の
誓
い
を
述
べ
ま
し

た
。

　

植
樹
で
は
、
管
内
９
市
町
村
長

や
市
町
村
議
会
議
長
、
県
の
関
係

機
関
、
泉
崎
一
小
、
二
小
の
緑
の

少
年
団
が
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
６
本
、
村
の
花
サ
ツ
キ

250
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

誓いの言葉を述べる水田くん（左）と佐川さん

緑
を

進
を

5/275/27



　

☎
22
―

２
１
５
５

※
詳
細
に
つ
い
て
は
消
防
本
部

　

総
務
課
人
事
係
に
お
問
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
心
配
ご
と
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

７
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
12
時
ま
で

◇
会
場　

村
保
健
福
祉
総
合

　

セ
ン
タ
ー

◇
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

年
本
初
枝
・
三
浦
耕
志
朗

◇
問
い
合
わ
せ
先

　

村
社
会
福
祉
協
議
会　

　

☎
54
―

１
５
５
５

◇
日
時　

７
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
12
時
ま
で

◇
会
場　

村
保
健
福
祉
総
合

　

セ
ン
タ
ー

◇
行
政
相
談
員　

小
林
敏
明

　

泉
崎
村
字
谷
地
久
保
50
―

42

◇
問
い
合
せ
先　

村
総
務
課

 

☎
53
―

２
１
１
１

○
試
験
方
法　

第
一
次
試
験　

　

教
養
試
験
・
消
防
適
性
検
査
・

　

作
文

○
第
二
次
試
験　
（
第
一
次
試
験

　

合
格
者
）
口
述
試
験
・
体
力

　

試
験
・
身
体
検
査

○
試
験
日
時　

第
一
次
試
験　

　

９
月
21
日
㈰
受
付　

午
前
９

　

時
〜
９
時
30
分　

試
験　

午

　

前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

○
試
験
会
場

　

第
一
次
試
験　

白
河
地
方
広

　

域
市
町
村
圏
消
防
本
部
庁
舎

　
（
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次

　

試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。）

○
申
込
受
付
期
間

　

７
月
16
日
㈬
〜
８
月
15
日
㈮

　

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
５
時
30
分
ま
で
（
土
曜

　

日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
受
付

　

は
８
月
11
日
㈪
の
消
印
ま
で

　

有
効

○
受
験
手
続　

消
防
本
部
及
び

各
消
防
署
・
分
署
に
準
備
の

試
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
載
の
上
、
関
係
書
類
を
添

え
て
消
防
本
部
総
務
課
人
事

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
宛
先　

白
河
地
方
広
域
市
町

　

村
圏
消
防
本
部
総
務
課
人
事

　

係

　

〒
９
６
１
―

０
９
７
５

　

白
河
市
立
石
山
15
番
地
１

集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
入
隊
時
期　

20
年
10
月
以
降

○
応
募
締
切　

７
月
17
日
㈭

○
採
用
試
験
日　

７
月
20
日
㈰

　

郡
山
駐
屯
地

○
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳

　

未
満

○
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
24
―

０
３
７
２

○
職
種
・
採
用
人
員　

消
防
業

　

務
に
従
事
す
る
消
防
吏
員
12

　
名
程
度

○
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２
日

　

〜
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人

○
募
集
締
切
日　

７
月
18
日
㈮

☆
夏
休
み
特
別
体
験
メ
ニ
ュ
ー

「
弓
矢
・
や
り
投
げ
体
験
」

○
日
時　

７
月
19
日
㈯
〜
８
月

　

24
日
㈰
①
午
前
10
時
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３

　

時
30
分

「
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
・
ツ
ア
ー
〜
収

蔵
庫
探
検
〜
」

○
日
時　

７
月
28
日
㈪
〜
８
月

　

１
日
㈮
①
午
前
11
時
30
分
〜

　

②
午
後
２
時
30
分
〜

「
火
お
こ
し
体
験
」

○
日
時　

８
月
２
日
㈯
〜
８
月

　

17
日
㈰
①
午
前
11
時
ご
ろ　

　

②
午
後
２
時
30
ご
ろ

※
火
お
こ
し
体
験
は
整
理
券
を

　

配
布
し
ま
す
。

　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
２
等

陸
・
海
・
空
士
「
男
子
」
を
募

○
日
時　

７
月
26
日
㈯
午
前
９ 

　

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

○
場
所　

堀
川
ダ
ム
（
西
郷
村
）

○
内
容　

ダ
ム
堤
体
内
の
ト
ン

　

ネ
ル
・
ダ
ム
操
作
室
見
学
な
ど

○
参
加
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ
先　

県
南
建
設

　

事
務
所　

地
域
保
全
課

　

☎
23
―

１
５
２
６

〜
親
子
で
縄
文
土
器
づ
く
り
〜

○
日
時　

７
月
26
日
㈯
・
27
日

　

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

○
参
加
対
象　

小
学
生
以
上（
４

　

年
生
以
下
は
保
護
者
要
）

○
募
集
人
員　

20
名
（
先
着
順
）

○
材
料
費　

100
円
（
粘
土
代
）

広報
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催
し
催
し

総務課
５３－２１１１

行政推進室
５３－２４０９

住民生活課
５３－２１１２

税務課
５３－２１１３

建設水道課
５３－２１１４

土地販売促進課
５３－２２３８

産業振興課
（農業委員会）
５３－２４３０

会計室
５３－２７３１

議会事務局
５３－２４９９

保健福祉課
５４－１３３３

学校教育課
５４－１５３３

中央公民館
５３－２２５８

生涯学習課
（スポーツ振興係）
５３－３７７５

泉崎村役場代表電話
５３－２１１１

in format ion
お知らせ

informat ion
お 知らせ

募集募集 案内案内 お願いお願い

相談相談催し催し

堀
川
ダ
ム
祭
り
に
つ

い
て

催
し
催
し

「
ま
ほ
ろ
ん
」
よ
り

お
知
ら
せ

募
集
募
集

自
衛
官
募
集
の
お
知

ら
せ

相
談
相
談

心
配
ご
と
相
談
所

相
談
相
談

行
政
相
談
所

募
集
募
集

白
河
地
方
広
域
市
町

村
圏
整
備
組
合
消
防

吏
員
（
高
校
卒
業
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　平成20年度後期高齢者医療制度のスタートにより、国民健康保険税の算定にこれまでの医療分と介護納付金
分に加え、新たに後期高齢者支援分が設けられました。また、最高限度額は、医療分が56万円から47万円に減
額され、後期高齢者支援金分が12万円、介護納付金分は９万円となっております。
　平成20年度の課税案分率は、次の表のとおりとなっております。また、世帯の所得の状況によりまして均等
額・平等額の７割・５割・２割の軽減を行っております。
　今年度の国保税の納税通知書は、7月14日から配布いたしますので、納期内納付にご協力をお願いいたします。
　また、被保険者に異動がありましたら、役場住民生活課又は税務課までご連絡ください。

　児童扶養手当は、父と生計を同じくしていない児童が育てられている家庭の生活の安定と自立を助けるため
に、児童の母や母にかわってその児童を養育している人に支給されます。

受 　 給 　 資 　 格 　 者
　次のいずれかに該当する18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある（心身に一定の障害があると
きは20歳未満）児童を監護している母又は母にかわってその児童を養育している人。
⑴父母が離婚した後、父と生計を同じくしていない児童　⑵父が死亡した児童　⑶父が一定の障害の状態にあ
る児童　⑷父の生死が明らかでない児童　⑸父が引き続き 1年以上遺棄している児童　⑹父が法令により引き
続き 1年以上拘禁されている児童　⑺母が婚姻によらないで生まれた児童　⑻孤児などで、父母がいるのか否
か不明の児童

次のような場合、手当ては支給されません
⑴手当てを受けようとする人、対象となる児童が日本に住所を有しない場合　⑵対象となる児童が父又は母の
死亡について支給される公的年金を受けることができる場合　⑶対象となる児童が父もしくは母の死亡につい
て労働基準法の規定による遺族補償を受けることができる場合　⑷対象となる児童が父に支給されている公的
年金給付の加算の対象となっている場合　⑸対象となる児童が里親に委託されている場合　⑹対象となる児童
が児童福祉施設（保育所・通園施設を除く）などに入所している場合　⑺対象となる児童が母の配偶者（婚姻
の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある者も含む）に養育されている場合　⑻母又は母に
かわってその児童を養育している人が、公的年金を受けることができる場合や、児童の父又は母の死亡に伴い
支給される遺族補償を受けることができる場合

特別児童扶養手当は、身体または精神に障害のある児童を監護又は養育している人に支給されます。
受 　 給 　 資 　 格 　 者

身体又は精神に中度または重度の障害を有する 20 歳未満の児童を監護している父もしくは母、又は母にかわっ
て児童を養育している人。

次のような場合、手当ては支給されません
⑴手当てを受けようとする人、対象となる児童が日本に住所を有しない場合
⑵児童が肢体不自由児施設や知的障害児施設などの施設に入所している場合
⑶児童が障害を理由として厚生年金などの公的年金を受けることができる場合

●詳しくは村保健福祉課までお問い合わせください（☎５４－１３３３）

国民健康保険加入の皆さんへ

区　　分 所得割 資産割 均等割 平等割

医 　 療 　 分 7.45％ 30.00％ 26,500円 32,000円

後期高齢者支援分 1.70％ 6.80％ 6,100円 7,200円

介 護 納 付 金 分 1.45％ 2.00％ 9,600円 2,700円

軽減割合 世帯の年間所得

7割軽減 総所得金額≦基礎控除額 33 万円

5割軽減
総所得金額≦基礎控除額 33 万円＋ 24.5 万円
×被保険者数（被保険者である世帯主を除く）

2割軽減
総所得金額≦基礎控除額 33 万円＋ 35 万円×
被保険者数

( 国民健康保険税案分率 ) ( 軽減世帯の所得額 )

母と子どものしあわせのために　児童扶養手当のご案内

障害のあるお子さんのために　特別児童扶養手当のご案内
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社会福祉法人　福島いのちの電話のご案内

いのちの電話とは…

福島いのちの電話は…

「死ぬほど辛い」「誰かにわかって欲しい ･･･」そんな悩み苦しむ人が再び生きる希望を見出すことを願い、よ
き隣人としてその声に耳を傾ける。それが「いのちの電話」です。
「いのちの電話」は匿名で相談できます。相談の秘密は守ります。
特定の思想宗教に左右されません。
相談は無料です。（ただし通話料はかかります）
相談員は、所定の訓練を受け、認定されたボランティアです。
「いのちの電話」の活動は、1953年ボランティアによる相談活動としてロンドンではじまりました。日本では、
1971年東京ではじまり、現在、全国で約7,500人のボランティアがおり、およそ 705,000 件の電話相談をお受け
しています。

1997年、全国43番目、東北 5番目のいのちの電話として開局しました。
現在、午前10時から午後10時まで一年中休むことなく相談活動が続けられています。
今後徐々に相談時間を延長し、将来は 24 時間の電話相談を目標にしています。

孤独と不安の中で心が沈むとき
望みが絶たれ途方にくれているとき
生きる希望を失いそうになったとき
どうぞ電話をしてください。
一緒に考えましょう。
ひとりで悩まないで ･･･

きっと、道があるのだから ･･･

ひとりぼっちで悩まずに　相談電話０２４－５３６－４３４３

年中無休（午前１０時から午後１０時まで）　秘密は守ります

フリーダイヤル（通話料無料）自殺予防いのちの電話　電話番号０１２０－７３８－５５６

毎月１０日（午前８時から翌朝８時まで）

☆愛の血液助け合い運動☆
　７月１日から７月31日までの１か月間「愛の血液助け合い運動」が実施されます。この運動は、す
べての血液製剤を国内で自給する体制を早期に確立するよう更なる献血思想の普及啓発を図るととも
に、県民の皆様、特に若い方々に 400㎖献血及び成分献血に対する理解と協力
をお願いするためのものです。各地で街頭献血キャンペーンなども実施して
おりますので、皆さんの献血のご協力をお願いいたします。
お問い合わせ先　県保健福祉部薬務課　☎024－521－7232
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＜佳　作＞ 　大竹祐太くん（泉崎第一小学校）
肉だんごカレー

材料（４人分）

☆作り方☆
①でカレーを作り、②で作った肉だんごを加える。ご飯は、はと麦茶ティーパックを煮出
したお茶で炊く。

わが家の愛あるアイデア料理コンクール

①カレー材料……人参１／２本、エリンギ、た
まねぎ１／２こ、じゃがいも３こ、りんご１こ、
カレー粉１／２箱、
②肉だんご材料…ピーマン２こ、エリンギ、ひ
き肉２００g、卵１こ、キャベツ１／４こ、は
と麦ポップ、塩・こしょう少々

ク　ラ　ブ

パイン食楽部研修旅行に参加して
　私は、パイン食楽部に入会して一年になります。５月29日の村外
研修、いわき地方“夕月かまぼこ工房”の“かまぼこアート”と竹
輪づくりに参加してきました。
　“かまぼこアート”は、丸い型に、ヘラですり身を伸ばし、ピンク・
黄色・水色の三色デコペンで、絵を描きます。その後、蒸して出来
上がりです。
　“たけ竹輪”は、タラ・オキギスなどの魚のすり身を、まな板の上
で四角にし、竹の棒になすりつけて整形し、焼き上げます。
　どちらも、出来たてのアツアツを手にし、良い香りがして、とて
も楽しかったです。
　今回参加出来たのも、勤め先で、快く休みをいただけたお陰です。
これからも、色々な活動に参加してゆきたいと思っています。みな
さん、本当にありがとうございました。

鈴木・マリア・テレサ

『職場の健康環境について考える研修会』
研　修　名 日　　時 場　　所

part1：たばこ対策の推進 ７月22日㈫　14:25~16:30
サンフレッシュ白河

（白河市久田野字城内 31）
part2：食環境整備の推進 ８月27日㈬　13:30~16:30

part3：心の健康づくりの推進 ９月19日㈮　13:30~16:30

事業所・市町村の健康管理担当者、飲食店、住民等どなたでも受講できます。（会場の
都合上、人数を制限させていただくことがございます。）
７月11日までに県南保健福祉事務所健康増進課までお申し込みください。
お問い合わせ先　県南保健福祉事務所健康増進課　☎0248－22－5443
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　農業集落排水処理施設（農村下水道）は、し尿及び生
活雑排水（台所、風呂、洗濯）などの汚水を処理し、農
業用排水路やため池等の水質悪化を防止します。また、
集落全体が利用することによりその効果が発揮されるも
のです。

◆工事費はかかるの？
　図のように各家庭の台所、風呂、トイレ等から公共桝
までの配管工事は、個人負担となります。

農業集落排水処理施設に加入し快適な生活環境を！

◆加入手続きは？
・下水道工事指定業者の選定

・指定業者工事承認申請書提出
・排水設備新設計画承認申請書提出
・申請書の内容を調査し受付
・計画承認書を業者に送付
・工事着工届を役場へ提出
・工事竣工届を役場へ提出
・排水施設使用開始届提出→使用開始

まだ加入されていないご家庭は、ぜひ工事を実施
され、処理施設を１日も早くご利用ください。

◆使用料は？
　１ケ月当り、世帯割（2,100 円）＋人数割（320 円）
で計算されます。
（例）４人家族の１ケ月の使用料
　　　2,100円＋（320円×４人）＝3,380円

＊農業集落排水処理施設については、建設水道課までお問い合わせください。　☎53－2114

加 入 者

指定業者

村 役 場

指定業者

加入者

　4月30日に改正地方税法が成立し、「ふるさと納税制度」がスタートしました。この制度は、寄附金制度の
拡充により納税者の主体的な貢献や後援を可能にする税制上の仕組みです。　　
　例えば、首都圏などに住む方が、泉崎村に寄附をした場合、確定申告をすることにより住民税や所得税な
どが控除されます。
　村では、本制度を活用した特色ある地域づくりを展開するため、泉崎村愛郷基金（ふるさと納税）と名づ
けホームページやチラシ等により積極的に本制度の周知をすすめているところです。
　そこで更なる周知を図るためにも、村民の皆様には本制度についてご理解をいただき、泉崎村愛郷基金を
ご親戚や知人の方々へご紹介いただきますようよろしくお願い申し上げます。
　詳しくは「泉崎村愛郷基金チラシ」または、泉崎村ＨＰ「愛郷基金」をご覧ください。
　ご不明な点がありましたら下記までお問い合わせください。

<お問合せ先>　泉崎村役場　行政推進室
村ＨＰ愛郷基金アドレス http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/aikyo_kikin/aikyo_top.html
E-mail:gyousei@vill.izumizaki.fukushima.jp
TEL：０２４８－５３－２４０９　

★泉崎村を想う方へ愛郷基金（ふるさと納税）をご紹介ください。★
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地　区

診療日

白　　河　　地　　区
矢　吹　地　区 歯　　　　科

小　児　科 内　　　科

７月６日㈰ 関 医 院 つかはら内科クリニック 小 針 医 院 白河みなみ歯科クリニック

13日㈰ 関 根 医 院 関 根 医 院 渡 部 病 院 吉 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク

20日㈰ 樋口小児クリニック ニューロクリニック 会 田 病 院 九 番 町 歯 科 ク リ ニ ッ ク

21日㈪ みうら小児クリニック 野村貫成堂クリニック おおほりクリニック サ ン デ ン タ ル ク リ ニ ッ ク

27日㈰ わたなべ子どもクリニック よこむら整形外科クリニック き たむら整形外科 青 村 歯 科 医 院

８月３日㈰ おかざきクリニック 穂 積 医 院 会 田 病 院 赤 沼 歯 科 医 院

10日㈰ 岡﨑小児科内科医院 吉 田 外 科 医 院 小 針 医 院 安 部 歯 科 医 院

13日㈬ 電 話 案 内 電 話 案 内 電 話 案 内 大 栄 歯 科 ク リ ニ ッ ク

14日㈭ 電 話 案 内 電 話 案 内 電 話 案 内 五 十 嵐 歯 科 医 院

15日㈮ 電 話 案 内 電 話 案 内 電 話 案 内 岩 谷 歯 科 医 院

16日㈯ 電 話 案 内 電 話 案 内 電 話 案 内

17日㈰ 関 医 院 わたなべ内科医院 おおほりクリニック 海 野 歯 科 医 院

24日㈰ 関 根 医 院 ありがクリニック きたむら整形外科 か た の 歯 科 医 院

31日㈰ 樋口小児クリニック いがらし内科クリニック 県 立 矢 吹 病 院 河 島 歯 科 医 院

※休日当番医を受ける場合は、「しらかわ救急情報センター」にお問い合わせてください。
　しらかわ救急情報センター 　☎２３－９９０９

休 日 救 急 当 番 医 表

◇村立病院よりお知らせ◇　膝の痛みについて

　膝の痛みの原因はいろいろありますが、今回は高齢者に多い「変形性膝関節症」についてお話ししま
す。　「変形性膝関節症」とは、膝の関節に発生し、痛み、腫れ、運動障害を起こす進行性の慢性関節
疾患です。軟骨や骨がすり減ったり、骨のとげ（骨棘）ができたりします。その症状は、初期には膝が
こわばる感じがし、歩き始めや立ち上がり時に痛みます。進行すると常に痛み、膝の曲げ伸ばしが制限
されます。また膝が腫れて水がたまることがあり、Ｏ脚、Ｘ脚になるかたもいます。
　治療の目的は、痛みの除去と関節運動制限の改善であり、まず保存的に鎮痛剤、消炎剤の投与、大腿
四頭筋（太ももの筋肉）の強化、生活環境の改善を試みます。変形の強い場合などには手術が行われる
こともあります。
　変形性膝関節症はある程度、自己にて予防できます。例えば体重コントロール（体重オーバーは禁物）、
杖やシルバーカー（押し車）等の活用、正座は避けイスに腰掛けるようにする、保温に努める（入浴は
関節を保温し、血行をよくします）等です。温泉に行くのも効果的といえます。なお、痛みの少ない時
期には運動療法が大切になってきますが、この運動療法は医師や理学療法士とよくご相談してから行う
ようにしてください。
　泉崎村立病院では、毎日午前中（祝祭日、日曜日、木曜日を除く）、理学療法士による理学療法およ
びリハビリテーションを行っております。ご利用のほどよろしくお願い致します。
　「関節に負担をかけない生活を心掛けましょう。」
●今月の眼科診療日
　７月７日（月）、７月14日（月）、７月28日（月）の3日間（午前中のみ）

　　　　　　　　　　　　　　　《問い合わせ》　　泉崎村立病院　☎５３－２４１５
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読
み
取
り

や
す
い
よ
う
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
難
聴
の
こ
と
で
娘
が

何
か
言
わ
れ
た
ら
…
な
ど
と

悩
ん
で
い
た
自
分
を
恥
ず
か

し
く
思
い
ま
し
た
。
父
兄

の
方
々
に
も
い
つ
も
助
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
た
い
で
す
。
父
兄

の
方
々
に
話
し
掛
け
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
、
難
聴
の
た
め

で
は
な
く
、
私
の
後
ろ
向
き

な
気
持
ち
の
せ
い
だ
っ
た
と

今
は
思
い
ま
す
。

　

い
つ
も
家
族
や
ま
わ
り
の

方
々
に
さ
さ
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
私
で
す
が
、
自
分
に

も
出
来
る
こ
と
は
何
か
を
考

え
、
日
々
「
感
謝
」
の
気
持

ち
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
次
回
は
、
岡
部
修
久
さ
ん

へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
）
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泉
崎
俳
句
会

葭
切
や
緑
断
ち
切
る
白
い
橋　
　
　
　
　
　
　
　

 

光　

郎

青
芒
け
ぶ
れ
ば
時
間
密
集
す　
　
　
　
　
　
　
　

 　

〃

一
人
づ
つ
解
き
放
た
る
る
大
青
野　
　
　
　
　
　

 

潤　

子

夏
草
や
両
腕
上
げ
て
ひ
ら
ひ
ら
行
く　
　
　
　
　

 　

〃

六
段
を
一
気
に
下
る
梅
雨
の
堰　
　
　
　
　
　
　

 
輝　

男

河
骨
や
が
つ
し
り
首
の
父
が
ゐ
る　
　
　
　
　
　

 　

〃

絞
り
込
む
空
の
一
点
朴
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

 

く　

に

あ
め
ん
ぼ
う
伸
し
て
過
ぐ
る
水
の
皺　
　
　
　
　

 　

〃

神
の
園
ひ
ら
く
一
燈
泰
山
木　
　
　
　
　
　
　
　

 

タ
カ
子

河
骨
や
少
年
柏
手
古
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

〃

金
管
の
音
色
の
極
み
海
芋
咲
く　
　
　
　
　
　
　

 

直　

子

今
年
竹
堅
く
し
な
や
か
天
に
あ
り　
　
　
　
　
　

 　

〃

鑑
賞
句

道
を
し
へ
一
方
的
に
教
へ
を
り　
　
　
　
　
　
加
藤　

静
夫

　
「
道
を
し
へ
」
は
斑は

ん
み
ょ
う猫

と
言
う
昆
虫
で
遠
く
ま
で
は
飛

べ
な
い
。

近
づ
く
と
少
し
前
方
へ
飛
び
そ
の
繰
返
し
が
ま
る
で
道
案

内
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
頼
ん
だ
訳
で
も
な
い
の
で

一
方
的
に
と
表
現
し
た
と
こ
ろ
に
俳
味
が
あ
り
ま
す
。

季
語
は
「
道
を
し
へ
（
え
）」
で
夏
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

五
十
嵐　

直
子

はっぴいばあすでい　…１才になりました…

み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
、
ご

要
望
、
日
常
生
活
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
、
絵
画
な
ど
の
作
品
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
中
傷
や
営
利
目
的
の
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

紙
面
の
関
係
で
掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
匿
名
希
望
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
も
結
構
で
す
が
、
必
ず
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

髙西　優
ゆう

希
き
くん 長窪　雷

らい

斗
と
くん渡辺　紗

さ

耶
や
ちゃん松川　妃

ひめ

香
か
ちゃん

さつき公園プール　～ご利用お待ちしております～

大学生のワークショップ！　SAKU　SAKU塾より
「しぜんのえのぐ」企画展の開催についてお知らせ

「出会い＆ふれあいの場」企画委員募集!

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ20.8.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ20.8.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ20.8.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。

●年間利用券、回数券との
併用はできません。

●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon7 7 7

オープン期間　７月19日㈯～８月24日㈰

※８月２１日（木）県民の日は無料開放いたします！

●日　時　８月１７日（日）
●場　所　泉崎中央公民館（大研修室）
●時　間　午前１０時～正午
●対　象　小学１～３年生（必ず親子で参加）
●定　員　２０名
●参加費　５００円（親子１組）
●内　容　自然の土や石、草花を使い日本画（絵）にチャ
　レンジ！
　コミュニケーションを交えて新しいアートを感じよ
　う！
●参加申し込み・お問い合わせ
　SAKU　SAKU塾　近藤利行（東北芸術工科大学学生）
　　　　　　　　　 ☎080-5221-7855（携帯電話）
　　　　　　　　　 E‐mail：sakusakuzyuku@excite.co.jp
　　　　　　　　　 HP：http//sakusakuoo.exblog.jp/

問合せ先　さつき公園プール　　　　　☎53－3711
　　　　　生涯学習課スポーツ振興課　☎53－3775

＊各プールの案内＊

○利用時間
（２時間ごとの入替制）

１回目　　９：３０～１１：３０
２回目　１２：３０～１４：３０
３回目　１５：００～１７：００

○利用料金
（１回２時間以内）

幼　　　児　　　　　無　料
小　学　生　　　　　５０円
中　学　生　　　　　５０円
高校生以上　　　　２００円

種　類 深　さ 利用者
幼児プール  ３０㎝ 幼児（付添いが必要です）
児童プール  ６０㎝ 小学生以上
25ｍプール １１０㎝ 小学４年生以上で泳げる方
50ｍプール 145㎝～155㎝ 中学生以上で泳げる方

　白河市と西白河郡各市町村では、結婚を
希望する男女の出会いの場である「出逢い
＆ふれあいの場」のイベントを実施してい
ます。このイベントの企画運営に参加する
企画委員を募集します。
●活動内容　イベントの企画運営
　　　　　　（年２回実施予定）
●募集人員　５人程度
●資　　格　白河市・西白河郡内に在住の
満 18 歳以上の方で、月１回程度の企画
委員会議に参加できる方
●申込締切　７月31日㈭
●応募方法　電話・FAX
●申込・問い合わせ先
　泉崎村役場　産業振興課
　☎　 ５３－２４３０
　FAX５３－２９５８

　

お
子
さ
ま
名　

父
母
名

佐
藤　

玲れ

唯い

ち
ゃ
ん

　
　

秀
樹
さ
ん
・
恵
美
さ
ん

穗
積　

優ゆ
う

斗と

く
ん

　
　

隆
史
さ
ん
・
愛
さ
ん

宮
本　

は
な
ち
ゃ
ん

　
　

正
男
さ
ん
・
友
美
さ
ん

鈴
木　

佳か

奈な

ち
ゃ
ん

　
　

誠
さ
ん
・
恵
子
さ
ん

清
水　

リ
サ
ち
ゃ
ん

　
　

道
浩
さ
ん
・
幸
子
さ
ん

箭
内　

秀
康
さ
ん
・
紀
子
さ
ん　

星　
　

寿
人
さ
ん
・
章
江
さ
ん

お
め
で
た

お
い
わ
い

お
く
や
み

田
﨑
マ
ツ
ヨ
さ
ん　

85
才

太
田　
　

実
さ
ん　

82
才

瀬
戸　

臣
平
さ
ん　

84
才

荒
井　

金
子
さ
ん　

86
才

邊
見　

伍
郎
さ
ん　

88
才

小
林　

ウ
メ
さ
ん　

89
才

☆今年もやってくる☆

１等前後賞合わせて3億円
発売期間７月14日～８月１日

この宝くじの収益金は、市町村の明るく
住みよい街づくりに使われます。

サマージャンボ宝くじ



31
㈭

介護保険料第１期納期限
国民健康保険税第１期納期限
集落排水使用料第２期納入期限
村営住宅使用料７月分納入期限

8/1
㈮

○夏季保育
燃えるごみの日
燃えないごみの日

22
㈯㈯

33
㈰㈰

第３回村内統一クリーンアップ
作戦
○第28回村長杯ソフトボール大
会

4
㈪

5
㈫

○ 3・4 か月児健診（対象者　
平成 20 年 3 月～ 20 年 4 月生
まれ）　午後1時～ 1時 30分
○ 9・10か月児健診（対象者　
平成 19 年 9 月～ 19 年 10 月
生まれ）午後1時～ 1時 30分
○筋肉を貯える「貯筋会」
○Cook ＆ Cooking
燃えるごみの日

６
㈬

○なかよしクラブ
資源ごみの日
粗大ごみ戸別収集日

７
㈭

○ 6・7か月児健診相談（対象
者平成 19 年 12 月～ 20 年 1
月生まれ）午前 9 時 30 分～
10時
○すいか割大会

８
㈮

○夏休みこども会
燃えるごみの日

９９
㈯㈯

休肝日
○心配ごと相談所開設・行政相談
所開設（午前10時～ 12時）
○保育所第２回奉仕作業

1010
㈰㈰

○村長杯ソフトボール大会予備
日
○国際交流会日本語教室

16
㈬

○授業参観、教育講演会
資源ごみの日

17
㈭

第２０回ふくしま駅伝結団式
○なかよしクラブ自由参加日

18
㈮

○○○第１学期終業式
○花火大会
燃えるごみの日
燃えないごみの日

1919
㈯㈯

○プールオープン
○保護者会主催「夕涼み会」
○第３１回村民ハイキング

2020
㈰㈰
2121
㈪㈪

海の日
休日ごみ受入日

22
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
○夏季休業期間早朝受け入れ
（２２日～８月２５日）
○県中体連総合、水泳大会（２２
日～２４日）
燃えるごみの日

23
㈬ 資源ごみの日

24
㈭

献血
○こども体験くらぶ

25
㈮

○成人学級
燃えるごみの日

2626
㈯㈯

第14回朝日ラバー杯中学生卓球
大会
○ちびっこ夏まつり

2727
㈰㈰ ○盆栽教室

28
㈪
29
㈫

休肝日
○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

30
㈬

○乳がん検診
資源ごみの日

１
㈫

○環境安全点検日（職員）
○授業参観
○筋肉を貯える「貯筋会」
○Cook ＆ Cooking
燃えるごみの日

２
㈬

○シニア英会話講座
資源ごみの日

３
㈭ ○英会話講座

４
㈮

燃えるごみの日
燃えないごみの日

５５
㈯㈯

○支部対抗家庭バレーボール大
会
○第２回PTA奉仕作業
○奉仕作業

６６
㈰㈰ ○第２回PTA奉仕作業

７
㈪

○○七夕まつり
○なかよしクラブ
○県中体連陸上大会（7日～9日）

８
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
○花火指導
燃えるごみの日

９
㈬

休肝日
○シニア英会話講座
資源ごみの日
粗大ごみの日

10
㈭ ○英会話講座

11
㈮

○成人学級施設研修会
○薬物乱用防止教室
燃えるごみの日

1212
㈯㈯

○心配ごと相談所開設・行政相
談所開設（午前10時～ 12時）
○支部対抗卓球大会
○庭木剪定教室

1313
㈰㈰
14
㈪
15
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

広
報

い
ず
み
ざ
き

No.491

発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
総
務
課

〒
969 -0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
新
宿
2

平
成
20年

７
月
１
日
発
行（
毎
月
１
日
発
行
）　

T
EL 0248 -53 -2111   FA

X
 0248 -53 -2958

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

「広報いずみざき」は再生紙を使用しています。

■今月の納期　７月31日まで…介護保険料第１期、国民健康保険税第１期
　　　　　　　　　　　　　　集落排水使用料第２期、村営住宅使用料７月分納入期限

　　　　　　　　 人　口　　　　人　口　　   合　計　      世帯数
（５月１日現在）男  3,296人　　女  3,494人　　6,790人　　　1,968戸
（６月１日現在）男  3,289人　　女  3,488人　　6,777人　　　1,969戸

　：農村環境改善センター　　：保健福祉総合センター　　：資料館　　：保育所　　：幼稚園　　：児童館　　：中央公民館

　：第一小学校　　：第二小学校　　：中学校　　：トレーニングセンター　　：さつき公園　　：村立病院　　：弓道場　　：ソフト球場
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